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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

⚫ 画像生成系人工知能（AI）による合成画像を用いたわずか 53 分の Web 診断トレー

ニングで、医療系学生の診断能力が有意に改善し、その性能は最新 AI モデルを超えま

した。 

⚫ AI 合成画像はプライバシー保護に優れ医療教育に適しており、最新生成系 AI 技術が

その大量生成を簡単にしたことで今手法が現実化しました。 

⚫ 今手法が Web を通じて世界中の医療画像読影ラーニングカーブ（*1）短縮に診療科に

関わらず寄与することが期待されます。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科・田淵仁志寄附講座教授らの研究グループは、AIを活用

した網膜疾患の画像診断トレーニング方法を開発しました。今回、画像生成系 AI モデル

である Stable Diffusion 1.0(Stability AI)を活用して生成した 600 枚の合成網膜画像を

用いた e-learning コースを 161 人の視能訓練士過程全 4 学年を対象に実施した結果、

平均 53 分で診断精度が全学年で大幅に向上し、最新の AI モデルと同等以上の診断性能

を獲得しました。さらに学生の診断能力は未学習撮影画像で AI モデルよりも大幅に高く

保たれ、汎化性能（*2）は AI より優れていることが示唆されました。 

本研究成果は 2024 年 3 月 14 日（木）に British Journal of Ophthalmology オン

ライン版に掲載されました。 
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掲載誌：



供サイドも期待しているところで、AI診断の欠点を補完する役割の人材養成のニーズが存

在しています。これまでの人工知能技術でも画像合成は可能でしたが、その生成には非常

に時間がかかり、大量の画像を利用した今教育手法は現実的ではありませんでした



 
 

 

（*1）ラーニングカーブ 

   学習や訓練に費やした労力（時間や試行回数など）と、対象とする知識 

や能力の獲得、習熟度合いの関係を図示したグラフ。 
 

（*2）汎化性能 

   未知のデータに対応する能力。 
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